
令和６年度の障がい福祉課の主な取り組みについて 

１　障がい者の地域での生活を考える検討会議 

１）委員構成 

社会福祉法人葭の里、社会福祉法人彩凜会、ヒューマニティアシスト合同会社、一般社団法人

カルミア、株式会社トレパル　トレパニア、株式会社Ｄａｙｓ、吉川市聴覚障害者協会、吉川市

手をつなぐ育成会、しらこばと会、吉川市民生員・児童委員協議会、埼玉県立三郷特別支援学

校、埼玉県立越谷特別支援学校、障害者手帳を有する者、公募市民 

 

２）開催日時及び会議内容 

　　 

 

 

２　第３回障がい者アート展 

１）概要 

障がいのある方もない方も共に交流できる場所や障がいのある方の潜在的な力を発揮できる機会

を提供し、多くの方が障がい者福祉への関心と理解を深めることを目的として、市内在住・在

勤・在学の障がいのある方から 「絵(イラスト）」、「工作」、「写真」の３つの部門でアート作品を

募集し、作品の展示と投票を実施。部門ごとに優秀作品賞と市長賞を選定し、表彰式を開催。ま

た、入賞作品を掲載した紙ファイルを作成し、成人式で配布して理解啓発を図った。 

 

２）実施期間・場所・投票方法 

期間：９月４日(水)～１２日(木)(土・日を除く） 

場所：市役所１階コミュニティルーム、市ホームページ 

投票方法：会場にて直接、または市ホームページ上で電子投票 

 

３）応募作品数・総投票数 

作品数：絵（イラスト）部門　２２作品、工作部門　２１作品、写真部門　５作品 

総投票数：　２６０票（参考までに昨年は２２１票） 

 

４）表彰式 

日程：１１月２日（土） 

場所：吉川市役所 

 

 

 開催日 会議内容

 第１回 ８月２３日 新たな就労スタイルの取り組みについて、今後のスケジュ

ールについて

 第２回 １１月　１日 新たな就労のかたち、今後のスケジュールについて

 第３回 　２月　７日 提言書（案）について

資料４



　【受賞者一覧】　 

 

 

 

３　第８回吉川市屋内スポーツ大会 

１）概要 

　障がい者週間（毎年１２月３日～９日）の啓発も兼ねて１１月３０日に第８回吉川市屋内スポ

ーツ大会を開催した。チームでボッチャ大会を行ったほか、自由参加型としてアキュラシ―、ス

カットボール、カーレット等の６種目のパラスポーツ体験コーナーを設けた。 

 

２）参加人数 

　１２チーム、　１６７人 

 

３）成果 

　事業所、自治会、高齢者団体の参加など、障がいや年齢に関わらずスポーツを通じて交流を図

ることができた。また、今年度は総合体育館が改修工事のため使用できず、市民交流センターお

あしすで開催したところ、おあしすや市立図書館に立ち寄った方々にも参加していただけた。会

場が狭くはなったが、おあしすの方が交通の便が良いという意見もあった。 

 

 

 

４　障がい福祉新聞の発刊 

１）概要 

　障がい福祉について多くの方に知っていただくために、福祉サービスやイベント情報、トピック

などを掲載した障がい福祉新聞を発行した。 

 

２）発行 

　　初　刊：令和５年１１月発行　 

　　第２号：令和６年１２月発行 

 

 

 種類 部門 受賞者名 作品タイトル

 優秀作品賞 絵（イラスト） Ｍｉ ＴＨＥ・よしかわ-ver.2-

 工作 吉川フレンドパーク 

就労継続支援Ｂ型事業

なまりんピック　金メダルやったー！！

 写真 斎藤　恵美子 きよみのふじと空

 吉川市長賞 絵（イラスト） 山﨑　瞳 あなたたちがいるからある命

 工作 生活介護事業所 

よりみち

真実のぴんくなまず

 写真 戸張　友和 さて　このなまずはどこにあるでしょう



５　吉川市福祉施設等事業継続支援金（第４回） 

１）概要 

　福祉施設等の市内事業者に対し、原油価格・物価高騰により、施設等の運営に影響が生じてい 

ることから、事業継続を支援するための支援金の支給を手続き中。 

 

２）支援金の対象及び金額 

 

３）実績 

　２６事業所、１５２．２万円 

 

 

 

６　障がい者就労促進支援金 

１）概要 

　令和４年度の「第Ⅱ期障がい者の地域での生活を考える検討会議」で、検討してきた障がい者

就労の支援策として、「ノブくんスマイル基金」を活用した職場実習と就労初期をサポートする支

援金制度「障がい者就労促進支援金」を創設。 

 

２）支援金の種類 

 対象福祉施設等 支援金額

 居宅介護 

重度訪問介護 

就労定着支援 

計画相談支援 

障害児相談支援 

地域相談支援 

保育所等訪問支援

２０，０００円

 生活介護 

自立訓練 

就労移行支援 

就労継続支援 

児童発達支援 

放課後等デイサービス

５０，０００円

 共同生活援助 

短期入所

３，０００円に定員の数を乗じて得た額 

ただし３０，０００円を下回る場合は３０，０００円

 種類 対象者・支援内容 支援金額

 就労応援金 障害者手帳を取得している方や手続き中

の方など、１日につき３時間以上の職場

実習を受けた場合、応援費用として日額

１，０００円を補助。

１日１，０００円 

（ただし５日を限度）



 

３）実績 

　 

 

 

 

 

 

 

 

□７　福祉のお仕事 就職面接・相談会 

１）概要 

　 市内福祉事業所の人材確保を目的に就職面接･相談会を長寿支援課と保育幼稚園課と合同で初

めて開催した。 市内の１４福祉関連事業所に加え、介護の仕事についての説明や、無料の研修・

職場体験、インターンシップなどの案内を行う埼玉県主催の｢介護のお仕事に興味のある方向け相

談会｣も同時に開催。 

 

２）開催日時・開催場所・対象者 

　開催日時：１０月２７日(日)　午前１０時～１２時 

　開催場所：市民交流センターおあしす 多目的ホール 

　対象者：福祉事業所 での 仕事に興味のある方 

福祉事業所 で の 勤務 経験があり、転職・復職をお考えの方 

　内容：採用面接および会社説明  

 

 職場実習協力金 障がい者雇用に興味のある事業者で１日

につき３時間以上の職場実習を受け入れ

た事業者に対し、受け入れ報酬として日

額５，０００円を補助。

１日５，０００円 

（ただし５日を限度）

 就労初期支援金 障がい者を雇用して最初の６か月間、雇

用した企業と障がい者に対し、就労支援

事業所などの福祉事業者から、就労を継

続するための支援を行う。

支援を行った福祉事業所に次の

支援時間の区分に応じて次の額

を補助する。（ただし月４回を限

度） 

ア　１時間未満　 

２，０００円 

イ　１時間以上２時間未満 

　４，０００円 

ウ　２時間以上４時間未満　 

　　　　６，０００円 

エ　４時間以上　 
８，０００円

 令和４年度 令和５年度

 就労応援金 ７人 １２人

 職場実習協力金 ７人 １２人

 就労初期支援金 １３人 ７人

 支援金額　計 ４７８，０００円 ４００，０００円



３）実績 

来場者４３人、面接・相談件数延べ９７件  

来場者からは｢気軽な感じで参加ができて良かった。｣｢福祉の仕事に興味があってもなかなか一歩

が踏み出せずにいたが、この機会があってすごく助かった。｣｢個人で事業所を調べて直接訪問する

時間と手間の短縮ができてとても良かった。」、参加事業者からは｢近隣に住んでいる方からの相談

が多くとても良かった。｣｢面談をするだけでなく、地域事業所の方々とつながることができたこと

も良かった。｣｢就職につながるイベントを市が主催していただけたことに大変感謝する。｣など、

多くの声をいただいた。 


